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隈部 修さん
（羽計台）

東庄では
いろんな鳥を
見ることが
できますよ

日本野鳥の会千葉県幹事・隈部さん監修
町内で観察できる野鳥を紹介
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夏
目
の
堰

　
夏
目
の
堰
（
八
丁
堰
）
は
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
池
で
、
も
と
も
と
は

椿
海
の
一
部
で
し
た
。
周
辺
は
、

江
戸
時
代
に
干
拓
さ
れ
、
干
潟

八
万
石
と
言
わ
れ
る
水
田
地
帯
に

な
り
、
農
業
用
の
た
め
池
と
し
て

夏
目
の
堰
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
古
く
か
ら
カ
モ
猟
が

行
わ
れ
、
網
で
と
る
か
た
わ
ら
、

カ
モ
の
保
護
に
も
力
を
注
ぎ
、
多

く
の
カ
モ
が
渡
っ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
東
庄
県
民
の
森
が

で
き
る
と
同
時
に
カ
モ
猟
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
多
く
の

カ
モ
が
冬
を
越
す
た
め
飛
来
し
ま

す
。

堰
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
２
０
０
５
年
冬

こ
ろ
か
ら
飛
来
す
る
よ
う
に
な

り
、
年
々
数
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
１
千
羽
以
上
の
ハ
ク

チ
ョ
ウ
が
越
冬
の
た
め
飛
来
す
る

関
東
で
も
有
数
の
飛
来
地
で
、
千

葉
県
の
特
別
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
中
は
、
周
囲
の
水
田
で
エ
サ

を
食
べ
て
過
ご
し
て
い
る
た
め
、

朝
に
堰
を
飛
び
立
ち
、
夕
方
に
戻

り
、
ね
ぐ
ら
入
り
し
ま
す
。

水
鳥
の
楽
園

　
堰
に
い
る
カ
モ
は
、
夜
間
に
活

発
に
食
事
を
し
ま
す
。
昼
間
に
食

事
を
す
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
は
行
動

が
逆
転
し
ま
す
が
、
朝
・
夕
と
も

に
休
ん
で
い
る
時
間
帯
の
堰
は
、

ま
さ
に
鳥
の
楽
園
か
の
ご
と
く
、

水
鳥
た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

す
。

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
水
面
を
蹴
っ
て

飛
び
立
つ
姿
は
と
て
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
。
朝
方
に
飛
び
立
つ
姿
や

夕
方
に
帰
還
す
る
姿
を
楽
し
み

に
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
堰
に
訪
れ
、
写
真
を
撮
っ
た

り
、
観
察
し
た
り
と
、
思
い
思
い

に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。

鳥
た
ち
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

夏
目
の
堰
と
利
根
川
下
流
域

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
群
れ
が
越
冬
の
た
め
に
今
年
も
飛
来
し
て
い
ま
す
。
冬
の
到
来
を

告
げ
、
春
の
訪
れ
を
前
に
去
る
冬
の
使
者
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。
２
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



コジュリン
①
春
～
夏

②
利
根
川
下
流
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の
ヨ
シ
原

チョピッ
　チュリリ
　　ピチョチッ

オオハクチョウ
①
冬

②
夏
目
の
堰
、
水
田

コォー

コハクチョウ
①
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②
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、
水
田
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　コォー

次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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千葉県野鳥の会幹事 齊藤 敏一 さん（旭市）

利
根
川
下
流
域

　
水
と
緑
が
豊
か
な
利
根
川
下
流

域
の
河
川
敷
に
は
、
国
内
で
も
有

数
の
ヨ
シ
原
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
広
大
な
ヨ
シ
原
は
、
世

界
的
に
も
珍
し
い
コ
ジ
ュ
リ
ン
や

オ
オ
セ
ッ
カ
の
繁
殖
地
で
す
。
利

根
川
な
ど
の
繁
殖
地
以
外
で
、
コ

ジ
ュ
リ
ン
や
オ
オ
セ
ッ
カ
の
観
察

は
、
と
て
も
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
コ
ヨ
シ
キ
リ
や

セ
ッ
カ
な
ど
、
同
じ
よ
う
に
小
さ

く
て
か
わ
い
ら
し
い
鳥
た
ち
も
生

息
し
て
い
て
、
繁
殖
期
の
シ
ー
ズ

ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
ま
す
。

　
小
鳥
だ
け
で
な
く
、
猛
き
ん
類

も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
冬
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
越
冬
の

た
め
飛
来
す
る
チ
ュ
ウ
ヒ
の
ほ

か
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
の
鳥
　
コ
ジ
ュ
リ
ン

　
コ
ジ
ュ
リ
ン
は
、
ス
ズ
メ
目
ホ

オ
ジ
ロ
科
ホ
オ
ジ
ロ
属
に
分
類
さ

れ
、
体
の
大
き
さ
は
ス
ズ
メ
よ
り

小
さ
い
鳥
で
す
。

　

通
年
で
生
息
し
て
お
り
、　

オ

ス
の
夏
羽
は
頭
部
が
黒
く
、
ヨ
シ

の
先
端
で
さ
え
ず
っ
て
い
ま
す
。

利
根
川
下
流
域
で
頭
が
真
っ
黒
な

野
鳥
は
、
コ
ジ
ュ
リ
ン
だ
け
な
の

で
、
活
発
に
動
く
春
か
ら
夏
は
観

察
し
や
す
い
時
期
で
す
。

野鳥の会に聞く　東庄と野鳥

東庄は自然の宝庫

　35年前に広報東庄で「わが町の野鳥」を連載。当時東庄
中の教師として生物部を立ち上げ、鳥の保護観察に関する全
国大会で東庄中が文部大臣奨励賞を受賞。コジュリンの利根
川での繁殖を発見するなど、野鳥保護観察の専門家。

　
夏
目
の
堰
で
は
、
多
い
と
き
に

は
カ
モ
が
１
万
羽
ほ
ど
い
ま
す
。

主
に
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
が
６
～
８
千

羽
、
マ
ガ
モ
が
２
千
羽
、
コ
ガ
モ

も
い
ま
す
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
数
を

増
や
し
、
近
年
は
１
千
羽
を
超
え

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
で
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は

十
数
羽
。
食
べ
物
は
、
近
く
の
田

ん
ぼ
で
二
番
穂
な
ど
を
食
べ
て
い

ま
す
。
堰
は
安
全
で
、
近
く
に
は

豊
富
に
食
べ
物
が
あ
る
の
で
、
と

て
も
居
心
地
が
良
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
先
日
、
赤
い
リ
ン
グ
を
付

け
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
見
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
調
査
の
た
め
用
い
る

リ
ン
グ
で
、
赤
は
国
識
別
で
ロ
シ

ア
で
す
。
さ
ら
に
記
号
な
ど
か
ら

調
べ
る
と
、
北
極
海
近
く
か
ら
飛

来
し
た
こ
と
が
判
明
。
本
当
に
遠

く
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
堰
に
は

カ
ワ
セ
ミ
や
オ
オ
バ
ン
も
い
ま
す
。

　
利
根
川
下
流
域
で
も
、
コ
ジ
ュ

リ
ン
や
オ
オ
セ
ッ
カ
、
コ
ヨ
シ
キ

リ
な
ど
、
貴
重
な
鳥
た
ち
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
き
が

活
発
に
な
る
繁
殖
期
の
初
夏
が
最

適
で
、
冬
に
見
つ
け
る
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ヨ
シ
原

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
冬
は
チ
ュ

ウ
ヒ
な
ど
が
、
見
つ
け
や
す
い
と

思
い
ま
す
よ
。

　
観
察
す
る
と
き
は
、
一
定
の
距

離
を
保
ち
、
双
眼
鏡
な
ど
を
持
っ

て
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ハクチョウ・カモ

観 察 時 の 注 意

エサをやらない
　餌付けをすると、人に近づいてき
ます。鳥インフルエンザのまん延、
拡散予防のため死がいやふん便には
触れないように注意してください。

犬は近づけないで
　鳥たちの生活圏をおびやかす距離
には近づけないように。人よりも敏
感に犬の姿や気配を感じ取り、パ
ニックになります。

車から降りない
　昼間、ハクチョウが田んぼにいる
ときは、車から降りずに観察してく
ださい。降りると人の気配を感じ、
逃げていきます。


